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＜内容＞ １ こんにちは、中丹西地域リハビリテーション支援センターです

２ リハビリ支援センターではこのようなことをしています

３ リハビリの相談窓口

４ ポジショニングやシーティング等の姿勢活動ケア相談が増加！

５ リハビリテーション従事者研修会のご案内

６ 総合リハビリテーション推進事業の次期改定に向けて

１ こんにちは 中丹西地域リハビリテーション支援センターです

私たち中丹西地域リハビリテーション支援センターは、福知山市地域を担当し、市立福知山市

民病院を拠点として、舞鶴・綾部市地域を担当する中丹東地域リハビリテーション支援センター

（舞鶴赤十字病院）とともに日々活動しています。

私たちは中丹圏域においてリハビリテーションを必要とする全ての方が、住み慣れた地域で安

心して、その人らしく生活が送れることを第一に考え支援します。

またその利用者様のリハビリテーションに従事されているご家族様、ケアマネジャー様、看護師

様、介護福祉士様、ヘルパー様等にとっても、やりがいをもって一人一人の利用者様に応じ適切

にリハビリテーションが展開できるよう支援いたします。まずは、私たちにお気軽にご相談下さい。
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２ リハビリ支援センターではこのようなことをしています

ご存じでしたか？ ご連絡いただければリーフレットとともに、ご説明にあがります。

３ リハビリの相談窓口
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４ ポジショニングやシーティング等の姿勢活動ケアについての相談が増加！

ご利用者（患者）様を取り巻く生活環境の調整は非常に大切で、この環境の調整次第でご利用

者（患者）様の生活に留まらずQOLに影響を及ぼすことがよくあります。ポジショニングやシーティ

ングもご利用者（患者）様の姿勢や活動をケアしQOLを高める上で非常に大切です。

中丹圏域においても従事者の方が、ポジショニングやシーティ

ング等の環境調整の重要さに対する“気づき”を従事者の方もも

たれ始め、リハビリテーション支援センターの相談窓口に「～様

のポジショニングについて相談したいのですが・・」「当施設の職

員に対してポジショニングのセミナーを行って下さい。」等のご依

頼を多数お受けしています。

この“気づき”は「介入」への大きな第一歩です。ご利用者（患者）様を取り巻くさまざまな“気づ

き”を大切にしていただき、リハビリテーション支援センター相談窓口までご一報下さい。

５ リハビリ従事者研修会のご案内

在宅や施設、病院、診療所等でリハビリテーションに取り組まれている従事者の方（看護師、

介護福祉士、生活指導員、運動指導員、ヘルパー、PT、OT、ST、ケアマネジャー等）を対象に研

修会を開催します。本年度は東西２カ所で、２日間の研修を行います。

場所日時：中丹東地域；中丹東保健所（11月15日～16日）

中丹西地域；中丹西保健所（11月21日～22日）

内 容：第1日目 すぐに使えるROM練習・筋力練習・接触嚥下練習

第2日目 すぐに使える福祉用具・住環境調整・トランスファー

申込方法：保健所から郵送の研修会FAX申込用紙にて（9月頃に郵送予定）

（中丹地域リハビリ支援センターホームページの研修会案内にも掲載）

参加費 ：無料
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６ 総合リハビリテーション推進事業の次期改定に向けて

平成２３年度～２５年度の京都府総合リハビリテーション推進プランにより、地域リハビリテーシ

ョンコーディネート事業を進めてまいりました。本年度は京都式地域包括ケアシステムの基本政

策の一環となり、平成２６年度からの次期アクションプランの改定に向けて、事業評価の年となっ

ております。つきましてはアンケート調査等を予定しておりますので、よりよいプランとなるように

関係者のみなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

【編集後記】

おかげさまで、中丹圏域では地域リハビリテーション連携推進事業が始まって１０年余りが経

過しました。近年では訪問リハビリテーションの事業所が増加したり（詳細はホームページ、連携

推進ガイドを参照）、平成２５年度から舞鶴医療センターが中心となり脳卒中地域連携パスの運

用が開始され、、平成２６年度には３市で回復期リハビリテーション病棟が整備完了予定など、随

分とリハビリテーションを取り巻く環境は改善してきております。しかし、依然、医師不足や障害児

者等の支援が希薄等の問題も残っています。２０２５年に到来する超高齢化社会にむけて、次期

プランがよりよいものになるように、当事者や現場のみなさまに、さらにお声を上げていただき、そ

れを目標に活動を続けていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

【中丹東地域リハビリ支援センター CD小幡彰一、中丹西地域リハビリ支援センター CD田和靖成】
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